
病院運営計画中間見直しの審議経過と意見公募の結果について

開催回数 開催年月日 主な審議事項等

令和7年度第１回 令和7年（2025年） 8月19日（火）
• 重点項目報告シート（令和6年度実績）について
• 中間見直しについて

令和7年度第２回 令和7年（2025年） 9月16日（火）
• 中間見直しについて
• 収支計画について

令和7年度第3回 令和7年（2025年） 10月6日（月）
• 中間見直しについて
• 収支計画について

資料1

⚫ 意見公募の期間

⚫ 令和7年度病院運営審議会での審議経過

令和7年（2025年）12月10日（水）～令和8年（2026年）1月13日（火）

⚫ 意見の概要

No. 意見の概要 市の考え方

１ 特定の診療科部門に対する医師の増員要望。 医療ニーズを把握しながら他の医療機関との連携を行い、地
域全体で患者のみなさまが安心していただけるように取り組
んでまいります。

２ 赤字を抱え、様々な改革に取り組んでいることを理解する。
一方で、危機的な経営状況だからと、民営化や法人化こそ
解決策という声高な意見に安易に流されないでほしい。改
革にあたっては、常に本質に立ち帰り、地域で生活を続けて
いく市民にとって本当に良い方法は何かを粘り強く考えて
ほしい。声の大きさで政策を決めることが無いよう、切に望
む。

基本理念である「心温かな信頼される医療」のもと、地域の医
療ニーズに的確に応え、市民のみなさまから信頼される医療
の提供を通じて、豊中で安心・安全に暮らし続けられる将来像
の実現をめざし、各種変革の加速化・強化に取り組んでおりま
す。
変革の推進にあたっては、改革手法そのものを目的とするの
ではなく、将来像の実現に向けて何が最善であるかを常に検
討し、継続的に取り組んでまいります。
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３ 計画の期間および中間見直しの時期は適正である。案件説
明動画はわかりやすく、中間見直しの主旨や物価高騰・人件
費増大も理解できる。「DPC特定病院群をめざす」ことは教
育・研究機能がない市立豊中病院では難しいのではないか。
「経営戦略に基づく変革の加速化・強化」とあるが、変革は
加速化・強化するものはない。
また、病院運営審議会を傍聴した際、委員や傍聴者に対す
る挨拶など病院長以下職員全体の対応に組織のガバナンス
や意識の高さを感じた。他の審議会等の担当部局に良い例
として伝えてほしい。

DPC特定病院群とは、外れ値を除いた大学病院本院群の最
低値が実績要件となり、診療密度や医師研修、高度な医療技
術の実施などを一定程度満たすことで指定されます。ご意見
を踏まえ、市立豊中病院運営計画中間見直しP.12の「4.今後
の施策展開の方向性」に下記のDPC特定病院群についての
説明文章を追記します。なお、当院の教育機能については、研
修医の育成・指導を行う教育研修センターがあります。研究機
能はDPC特定病院群の実績要件ではありませんが、質の高い
臨床研究を実施するための支援として臨床研究センターがあ
り、毎年度発行の病院年報（ホームページにて公開中）にも研
究実績について掲載しています。人づくり・組織づくりの取組
みを積極的に進めています。

「DPC特定病院群とは、大学病院本院以外の施設で「診療密
度」、「医師研修の実施」、「高度な医療技術の実施」、「重症患
者に対する診療の実施」の4項目の診療実績を評価し、大学病
院本院に準じた診療機能を有すると考えられる医療機関です。
DPC標準病院群の医療機関は、大学病院本院群の最低値で
ある実績要件を実績値が上回ると自動的に厚生労働省から
DPC特定病院群に指定されます。なお、市立豊中病院は現在、
DPC標準病院群です。」

中間見直しでは、当院の現状課題を踏まえ、今後さらに取り組
むべき事項を整理し、変革の取組みとして位置付けました。
「加速化」は、厳しさを増す社会情勢の中で施策をより迅速に
進める必要性があること、「強化」は、職員全員が参画し組織
一体となり推進していく必要性があることを示しています。

審議会での対応に関するご意見については関係部局に共有さ
せていただきます。
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⚫ 意見公募結果の公表
令和8年（2026年）2月9日（月）にホームページに掲載。本庁市政情報コーナー、庄内出張所、新千里出張所でも閲覧可能。
※確定版の病院運営計画中間見直し、収支計画についても同日付でホームページに掲載。
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